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2.23 富士見の日

2

特 集特 集

厳寒の大平ため池　 遠い日差しに憩うカモたちの愛らしさに、ふと
　　　　　　　　 　目を奪われた光景でした。

「こんな町になったらいいな！
　　　　 僕の・私の富士見町」
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　私は、富士見町は森や林の緑が

豊かで、新緑がとてもきれいだと

思います。秋になると緑が赤・黄・

オレンジなどさまざまな色にかわり、

八ヶ岳に日が当っているところが

とてもきれいでした。わたしは、

季節が変わるにつれ色が変わるの

を見るのがすきです。だから、い

ろいろな自然や木を大切にしてい

きたいです。

　私は４月に東京から転校してき

ました。東京ではこんな新緑は見

たこともありませんでした。だから、

アルプスや富士山、八ヶ岳のきれ

いな色や、色が変わるのを見るの

が一年間の楽しみのひとつでもあ

ります。引っ越してきた時に学校

の窓から見た山はとてもきれいで、

こんな所で授業を受けているみん

なをうらやましく思いました。今

でもアルプスや富士山を見たら、

興奮するくらいです。

　だから学校のみんなで緑を大切

にしていきたいです。学校でやっ

ている森たんけんでどんなことが

わかるか、自然の中はどうなって

いるかをみんなで考えていきたい

です。

　ぼくの住む富士見町は、その名

のとおり富士山が見える。ぼくの

家の庭からいつもすごくきれいな

姿を、山々の間から見せてくれる。

そればかりではなく、八ヶ岳や入

笠山、南アルプスも見え、山に囲

まれた町だといつも思っている。

　学校の行き帰りには、リスやイ

タチ、シカやサルといった動物た

ちに出会うし、季節を感じる草花

の中を通って、ワクワクする。あ

らためて考えてみれば、この町は

自然が身近なんだなあと思う。そ

して、いつまでも魅力がいっぱい

の自然をこわしたくないなあと思う。

　ぼくは、去年今年と２年にわた

り夏休みの自由研究で富士見のこ

とを調べた。それで分かったことは、

縄文時代にこの地の自然の恵みに

ひかれて人が住みついたことだ。

現在富士見の日本一のものは、高

地酒蔵や彗星蘭栽培がある。どれ

も気候や自然環境をいかして日本

一になっている。

　こういうことを知って、よりい

っそう富士見町っていいなあと思

った。だから、いつまでもこの自

然をこわしたくないし、自然とと

もに暮していけたらいいなあと思う。

都会の便利さはうらやましいけれど、

真似するべきかは疑問。こういう

自然を守るために、ぼくだけじゃ

なくて住民一人ひとりが努力しな

ければいけないと思う。

　富士見の色に気づいた事は素晴ら
しいと思います。
大きな色のまとまりを受け取ること
も大切ですが、その一枚一枚を手に
取って見ることも、とても大切です。
その色をしている葉がみんな少しず
つ違います。みんな違ってみんな同
じです。自然てすごいですね。　　
　　  　　　　　　　  （矢嶋町長）

　大きな自然に包まれて、命あるも
のは守られています。何千年も昔か
らそうでした。お互いに支え合って
生き永らえています。人間も自然の
中のほんの一部で生かされているの
だという自覚が、今くらい大切な時
はないでしょう。自然に優しく抱か
れている。安心ですね。（矢嶋町長）
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富士見小学校３年　　

矢代　理紗

本郷小学校４年　　

和田　臨渡

「自然の色にかこまれた�
　　　　　　  富士見町」

｢自然とともに生きる町｣
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2.23 富士見の日特 集

　私がこれからの富士見町に願う

ことは、おもに富士見町の環境に

ついてです。私は高原中のすずら

んゼミナールという講座で富士見

町の川について調べています。そ

の中で、立場川についてくわしく

調べてきました。立場川にはヒラ

タカゲロウなどのきれいな川に住

む昆虫がいます。それをもとに、

立場川はきれいだということがわ

かりました。この結果を見て、私

は「このままこのきれいさが続く

といいのに・・・。」と思いました。

　今世界では地球温暖化など環境

に影響する問題がいっぱいあります。

それを防ぐためにも、私たちの環

境への意識が大事なんだと思います。

そこで私は、富士見町にこの川や

空気のきれいさを保ってもらいた

いと思いました。ほんのちょっと

でも地球温暖化をこの富士見町が

防げたらいいと思います。

富士見高原中学校１年　　

本間　佳穂

「これからの富士見町に
　　　　　　  望むこと」

　これからの富士見町は環境を大

切にする町になってもらいたいです。

　今地球温暖化のことが話題にな

ってきています。その影響を受けて、

北極・南極では氷がとけて北極ぐ

まや南極ペンギンが住めなくなっ

てきています。山の方では、山に

食べ物がなくなってきているため、

シカやサルが高山植物を食べてし

まうことがあります。

　今私たちにできることは、電気

を節約することです。たとえば、

人がいないときは部屋の電気を消

すことや、使っていない電気製品

のコンセントをぬくなど、富士見

町の中に住んでいる私たち一人ひ

とりが心がけることが大切です。

また、自然のエネルギーを使う「太

陽光発電」をできるだけ取り入れ

ていくことも大切なことです。そ

うすれば少しでも二酸化炭素を減

らすことができるのではないでし

ょうか。

　もうひとつ私が考えたのは、ご

みの問題です。私たちは生活の中

でたくさんのごみを出しますが、

ごみは分別すれば資源になります。

でも、分別をしなければごみです。

ごみを出さないことはできないけ

れど、分別することを心がけてご

みを減らしていきたいです。

　人間は自分の生活を便利にするた
めに、一生懸命働いてきました。で
も、それが速く進みすぎました。人
間のすることが全部進歩だと勘違い
してしまいました。人間を生かして
いる大きな自然を壊しても、それに
気づかなくなりました。もう一度自
然との分け合いを考えましょう。　
　　　　  　　　　　  （矢嶋町長）

　幸也君が弱い人の生活に目を向け
たのは、とても大事です。人はみん
な強いところと弱いところを持って
います。そして助け合って生きるの
です。あるところでは強くても、あ
るところでは弱い。人間はみんなそ
うです。だから力を寄せ合って生き
るのです。また、それが楽しくもあ
るのです。　　　　    （矢嶋町長）

落合小学校５年　　

伏見　　萌

「環境を大切にする町」

　ぼくたちは二学期国語の時間に、

だれもが不便を感じずに暮らすに

はどうしたら良いかについて学習

しました。多くの人が使う施設や

そこにある物を思い浮べて、富士

見町にこんなものがあったらいい

な・・・というものを考え合いました。

　ぼくが考えたのは、「歩かなく

ても移動できる道路」です。そう

考えた訳は、ぼくが町民センター

へ行った時、体の不自由な人やお

腹に赤ちゃんのいる人、ベビーカ

ーをひいている人が段差のあると

ころを大変そうに歩いていたから

です。だから、エスカレーターの

ように歩かなくても移動できる道

路があったら、あまり不自由なく

行動できるのではないかと考えま

した。

　富士見町でも、だれもが利用し

やすく、できるだけ多くのいろい

ろな条件の人が使える、ユニバー

サルデザインの考えを多く取り入

れていってほしいと思います。

境小学校６年　　

小林　幸也

「町民みんなに優しい町」

　生き物はみんな一定の条件がそろ
っていないと生きられません。その
事に一番敏感であるはずの人間が、
一番先に人間だけの都合で環境を壊
してきました。
　これは明らかに人間の思い上がり
です。「このくらいは良いだろう」
が積み重なって、住みにくくしまし
たね。　　　  　　　  （矢嶋町長）
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2.23 富士見の日特 集

　僕が描く富士見町の姿は、「お年寄

りが活躍する町」です。おじいさん

やおばあさんが主役となった交流や

イベントをもっとやればよいと思い

ます。なぜかというと、スーパーや

大型店舗に行くと、買い物をしてい

るお年寄りを多く見ます。今僕が通

っている南中学校の全校生徒の人数

が昔と比べてとても減り、少子・高

齢化になってきていることを実感し

ます。

　僕は、具体的に二つのことを考え

てみました。一つ目は、お年寄りの

方々に昔の話を聞く機会をつくるこ

とです。見方や考え方が豊かだと思

うからです。昔は大切にしていたも

のが今では普通のものになっている

こと、人生の先輩として長く生きて

いる分貴重な体験をいっぱいされて

いること、そういう話をお聞きして

自分の人生に役立てたいと思います。

　二つ目は、季節に合わせたイベン

トを開くことです。例えば春だった

ら、花がとてもきれいなので、花の

知識がある人や花などで何か作れる

人、秋なら木の実が豊富に採れるの

で、木の実で何か作るのが得意な人

というふうに、季節に応じて活躍で

きる場を広げ、多くの人に参加して

もらえばいいと思います。

　今高齢化や少子化が問題になって

います。しかし、この高齢化で悩ん

だり消極的にならず、逆に楽しいこ

とに変えていけば、今まで以上に活

気あふれる町になると思います。

　昔、人々は季節毎にそれに合った生
活を丁寧に送りました。この季節には、
このお天気には、と知恵を働かせて生
活しました。その知恵を大事にして、
次の世代に引継ぎ、味わい深い生活を
しました。それは、人と人、人と自然
とが程良く絡み合った生活でした。
　　　　　　　　　　　   （矢嶋町長）

　豊かな自然は、そこに住む人々を心豊か
にします。きれいな空気、きれいな水は、
それらを取り込んだ人々をきれいにします。
それは身体だけではありません。考えるこ
とも、すっきりと素直な思いを育みます。
隣りにいる人に優しくなります。とっても
大事なことです。　　　　　 　（矢嶋町長）

南中学校２年　　

中山　裕貴

「みんなが元気な富士見町」

　私はこんな富士見町になってほしいと

いうよりも、富士見町はこのままでいて

ほしいです。なぜならば、この町には今

世界に必要とされている自然が多いから

です。私が言う自然とは、木々や草花の

ことです。これらは光合成を行って酸素

を出します。酸素は人間が生きていくた

めに必要不可欠なものです。酸素がいっ

ぱいあると、空気もおいしいです。また、

富士見町の米で炊いたご飯は、ご飯だけ

で食べられるくらいおいしいです。それは、

おいしい空気と水を使って育てたからこ

その米とも言えます。だから富士見町で

作られた米が私は大好きです。

　そして富士見と言えば、やはり水です。

この水は山々でつくられたおいしい水です。

それがあたりまえだと思っていたけれど、

都会の水はあまりおいしくないそうです。

これも自然のおかげだと思いました。

富士見町のいいところは、自然だけでは

ありません。富士見町の人々の人柄はと

ても親しみやすく、あいさつもよく交わ

します。道を歩いていても人が少ないので、

あいさつをしやすい環境だからかもしれ

ません。それと、あいさつをしやすい人

柄なのも理由だと思います。富士見町の人々

はマナーもいいです。ごみの分別もちゃ

んとやります。そういうことはめんどう

なのでやらない人もいますが、富士見町

の人は違います。

　このような富士見町は、小さいながら

もがんばって富士見の人々を快適な環境

へ導いてくれています。こんな富士見町

にしてくれた昔の人々に感謝したいです。

みんなも大好きな富士見町がこれからも

変わらないでほしいです。

富士見高原中学校３年　　

森　　彩美

「富士見町の未来」
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｢富士見の日｣ 記念イベントのご案内｢富士見の日｣ 記念イベントのご案内｢富士見の日｣ 記念イベントのご案内

◆
◆
◆

◆開会セレモニー　（午前9時30分～ 町民センター）
【町特産品開発表彰式】
　地域の活性化や経済の向上を目指し進めている､地域資源を活かし
　た特産品開発に出品されたもののうち、優秀作品の表彰を行います。

【古代米地ビールの披露】
　富士見町産の古代米を使って醸造した地ビール「古代米麦酒」の発
　売を記念して披露いたします。

◆古本・雑誌無料配布市（コミュニティ・プラザ ロビー）�
　2月21日（土）・22日（日）午前10時30分～正午（なくなり次第終了）
　図書館で不用になった「古本、雑誌」を無料で差し上げます。

◆月イチ映画上映会 ※入場無料
　日時：2月22日（日）　午後1時30分～
　場所：コミュニティ・プラザ　2階AVホール�
　内容：「ライラの冒険」

◆景観・まちづくり座談会2009　
　　　　　　　　　　　　　　  （コミュニティ・プラザ 2Ｆ大会議室）
�第1部　午後1時30分～�
　　　　　｢富士見町景観づくり功労者｣ 感謝状贈呈式�

　　　　　　　受賞者　武藤　盈　さん　　玉置　弘文　さん
　　      　｢富士見町景観推進協議会｣　活動紹介 �
　第2部　午後2時～�
　　　　　座談会：富士見町の美しい景観
　　　　　　　（座長 景観推進協議会副会長 仙石正明）

武藤盈さん・玉置弘文さんを囲み、富士見町の美しい自然と景観・
撮影の思い出などを語り合う座談会です。どなたでも参加でき
ます。お気軽にお出かけください。

  　 建設課 都市計画管理係
　　　　　　　景観推進協議会事務局  ☎62-9217  　9217�

◆富士見百景「創造の森彫刻公園」スノートレッキング
　富士見町の富士見百景のひとつ標高1400ｍの「創造の森彫刻公園」
　まで、標高1200ｍのペンションヴィレッジから雪道を登るコースで
　す。白銀の森と富士山、南アルプス、富士見町全景などをお楽しみい
　ただけます。参加希望者は、事前にお申し込みください。
○日　　時　2月22日（日）　午前10時～午後0時30分
○集合場所　富士見高原ペンションヴィレッジ
　　　　　　　　　　　　　 ペンション クロワッサン前�
○服装など　冬山のため十分な防寒着とスノートレッキングシュ  

ーズ（膝上の積雪が予想されますので、あらかじめコ
ースを圧雪して歩きやすくしておきますが、アイゼン
またはスノーシュー、ストックなどがあると便利です。）

○コ ー ス　ペンション村発→八峯苑→創造の森→富士山ビュー
　　　　　　ポイント→八峯苑→ペンション村着
※天候によりコース変更や短縮・中止の場合があります。

　　2月15日（日）までに、ペンション クロワッサン（☎66-3245）へ

◆富士見富里商栄会抽選会
　2月21日（土）「富士見の日イベント」当日に限り、富士見富里商栄
　会参加店で300円以上のお買い物又はお食事をしていただいたお
　客様に抽選券1枚を進呈。豪華賞品等が当たる空クジ無しの抽選会
　に参加できます。�
　　○抽選会時間　午前11時～午後2時�
　　○抽選会会場　�キリン堂
　※綿菓子のサービスがあります。
　※抽選券は当日の抽選会時間内のみ有効です。
　　それ以降は無効となりますのでご注意ください。

　　　　　　　　　　　　　　　 商工会  ☎62-2373  　2617

◆第3回キッズ・スポーツ祭
　　　　　　　　　　　　　【富士見町地域スポーツクラブ主催事業】

　時間／午前8時15分までに町民センター体育室集合
　　　　概ね正午まで　（途中、式典のため休憩があります）
　　○障害物競走・綱引き・ゲームなどを、みんなで楽しみましょう！
　　○どなたでも参加できます。（事前申し込みは不要）
　　○運動ができる服装で、うわばきと防寒着をご用意ください。
　　　 （持ち物には記名をお願いします。）
　　○豚汁サービスと参加景品進呈があります。

  　 町民センター内 生涯学習課社会体育係  ☎62-2400  　2750

◆富士見百景ビューポイントツアー
　　　　　　　　　　　　　　（午前9時30分　町民センター集合）

�空気が澄むこの冬に｢富士｣が｢見｣える町、富士見町の富士山ビュー
　ポイントを家族友人知人みんなで訪ねてみましょう。ツアー参加希
　望者は車の手配があるため事前の申し込みをお願いします。なお定
　員になり次第締め切ります。
　※ツアー参加者には「豚汁」のサービスがあります。
　※天候状況により中止する場合があります。

　　　　  2月15日（日）までに町観光協会（☎62-5757）へ

◆町内3施設入館無料
　2月21日(土)・22日(日)の2日間入館料が無料になります。
　　○高原のミュージアム（時間9:30～17:00）�
　　　［企画展］ 日達れんげ「早春のきりえ展」開催中�
　　○井戸尻考古館　　（時間9:00～17:00）
　　○歴史民俗資料館　（時間9:00～17:00）�

◆写真展� 会場／コミュニティ・プラザ　１Ｆロビー（展示）�
� 期間／2月18日（水）～ 2月28日（土）
　「富士見の昔、想い出写真館」　　武藤　　盈 氏
　「富士見の四季」　　　　　　　 玉置　弘文 氏�
　富士見町景観推進協議会活動景観写真

◆富士見町スキー場「富士見の日」感謝デー
　2月21日（土）当日のリフト1日券を購入された方は、スキー場の特
　典サービスが受けられます。
　　○富士見パノラマリゾート……�足湯サービス
　　○富士見高原スキー場 ………�特産品が当たる抽選会参加

　 産業課商工観光係�☎62-9342
　 町観光協会� ☎62-5757

む

こ だいまいばくしゅ

とう みつる たまおき ひろぶみ

問

問

問
有

有

問 有

申込 問

申込 問



62009.2 ■広報ふじみ2009.2 ■広報ふじみ

所
得
税
の
申
告
が
必
要
な
方

申
告
で
税
金
が
戻
る
場
合

納
税
は
口
座
振
替
で

住
民
税
の
申
告
が
不
要
な
方

確
定
申
告
の
記
載
は

　
　
　
　
ご
自
分
の
力
で

申
告
と
納
税
は

　
　
　
3
月
１６
日
ま
で
に

所
得
税
・
住
民
税

申 

告 

情 

報
第
3
回

　
今
年
も
所
得
税
や
住
民
税
（
町
県
民
税
）
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
今

か
ら
申
告
に
必
要
な
証
明
書
な
ど
を
そ
ろ
え
、
早
め
に
所
得
税
・
住
民
税
の
申

告
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
申
告
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
〉

●
財
務
課 

町
民
税
係

　
☎
６
２
‐
９
１
２
２
　
　
９
１
２
２

●
2
月
１８
日
（
水
）・
１９
日
（
木
）
　

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ
（
申
告
会
場
直
通
）

　
　
☎
０
８
０
‐
１
０
７
７
‐
１
７
７
５

　
　
　
８
１
４
３
・
８
１
５
０

　
平
成
20
年
中
（
１
月
１
日
〜
12
月
31

日
の
間
）
に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
、
次

の
項
目
に
当
て
は
ま
る
人
は
所
得
税
の

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
商
業
・
工
業
・
農
業
な
ど
の
事
業
を

　
営
ん
で
い
る
人
や
、
地
代
・
家
賃
・

　
配
当
な
ど
の
所
得
の
あ
る
人
で
、
所

　
得
の
合
計
が
所
得
控
除
の
合
計
よ
り

　
多
い
人

②
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
譲
渡
所
得
が

　
あ
っ
た
人

③
給
与
所
得
者
で
、
給
与
の
収
入
金
額

　
が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

④
１
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る
人

　
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

　
所
得
の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
人

⑤
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て
い

　
る
人

⑥
同
族
会
社
の
役
員
や
、
こ
れ
ら
の
人

　
と
親
戚
関
係
な
ど
の
人
で
、
そ
の
法

　
人
か
ら
給
与
等
の
他
に
貸
付
利
子
や

　
賃
借
料
を
受
け
て
い
る
人

⑦
退
職
所
得
の
あ
る
人
で
、
「
退
職
所
得

　
の
受
給
に
関
す
る
申
告
書
」
を
提
出

　
し
な
か
っ
た
人

　
確
定
申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
場
合
で
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
金
や
予
定
納
税
を

し
た
税
金
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
る

人
は
、
１
月
か
ら
還
付
を
受
け
る
た
め

の
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
広
報
１
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
所
得
税
は
、
各
人
が
自
分
の
所
得
金

額
と
そ
の
所
得
金
額
に
対
す
る
所
得
税

額
を
計
算
し
、
申
告
し
た
所
得
税
額
を

納
付
す
る
申
告
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
で
は
、
こ
の
申
告
納
税
制
度

の
趣
旨
に
基
づ
き
、
確
定
申
告
書
な
ど
（
収

支
内
訳
書
な
ど
の
提
出
書
類
）
に
つ
い
て
、

ご
自
分
で
作
成
し
、
郵
送
等
に
よ
り
提

出
し
て
い
た
だ
く
「
自
書
申
告
・
自
書

記
載
」
の
指
導
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
税
務
署
、
役
場
か
ら
申
告
に
つ
い
て

指
定
の
な
い
方
で
も
申
告
の
必
要
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
所
得
税
確
定
申

告
書
作
成
指
導
会
場
、
ま
た
は
税
務
署

で
申
告
さ
れ
る
か
、
申
告
書
を
自
分
で

作
成
し
、
郵
送
に
よ
り
税
務
署
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
書
の
作
成
に
あ
た
り
、

不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
税

務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
▽
確
定
申
告
書
の
提
出
先

　
　
〒
３
９
２
‐
８
６
０
１

　
　
諏
訪
市
清
水
２
‐
５
‐
２２

　
　
　
諏
訪
税
務
署 

個
人
課
税
第
一
部
門

　
　
　
　
　
☎
５
７
‐
５
２
１
１
（
直
通
）

　　
所
得
税
の
確
定
申
告
は
２
月
16
日（
月
）

か
ら
始
ま
り
、
申
告
と
納
税
の
期
限
は

３
月
16
日
（
月
）
で
す
。

　　
所
得
税
の
納
税
方
法
に
振
替
納
税
制

度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
を
利
用
す

れ
ば
、
銀
行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振

替
に
よ
り
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
預
金
先
の
金
融

機
関
、
税
務
署
ま
た
は
申
告
相
談
会
場

で
担
当
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
日
は
、
４
月
22
日（
水
）で
す
。

口
座
残
高
を
確
認
し
振
替
が
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
次
の

人
は
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
を
し
た
人

②
前
年
中
の
所
得
が
給
与
所
得
の
み
で
、

　
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
役

　
場
に
提
出
さ
れ
て
い
る
人

③
前
年
中
の
収
入
が
全
く
無
く
、
同
居

　
し
て
い
る
親
族
の
扶
養
家
族
と
し
て

　
申
告
さ
れ
て
い
る
人

― e-Taxによる申告の支援 ―

　平成19年度の税制改正により、ｅ-Ｔａｘを利用して申告す

ると、一定の要件の下、平成19年分または平成20年分の

いずれか一方で最大5，000円の税額控除が受けられます。

　平成19年分で税額控除を受けられていない方のため、

次のページの平成20年分所得税確定申告書作成指導会に

おいて、申告支援（税理士による代理送信）を行います。

　ｅ-Ｔａｘによる申告支援をご希望の方は、電子証明付住民

基本台帳カードが必要となりますので、早めのご準備をお願

いします。

有

有
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〔平成20年分所得税確定申告書作成指導会  日　程〕

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
期
間
は

　
　
2
月
１６
日
（
月
）
か
ら
3
月
１６
日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
の
申
告
及
び
各
地
区
巡
回
中

　
の
財
務
課
窓
口
で
の
ご
相
談
は
、
お
受
け
で
き
ま

　
せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

〔平成21年度住民税申告相談会  日　程〕

2月18日（水）

2月19日（木）

【受付】

  午前9：30～11：00

  午後1：00～03：30

【指導会】

  午前10：00～正午

  午後01：00～4：00

コミュニティ・プラザ

2階　大会議室

全　　　町

●�税理士会による無料作成

�指導
●�ｅ-Ｔａｘによる申告支援

相　談　日 時　　　間 会　　　場 対　象　地　区　等

■税理士による税務援助･指導対象者
　○小規模事業者

　　①経済的な理由により、税理士等に業務を委嘱することが困難な方

　　②税理士等の関与のない、事業所得者・不動産所得者・雑所得者（年金受給者を除く）

　　③前年分所得金額（専従者控除・青色控除前の所得）が300万円以下の方

　　④上記③の方が消費税の課税事業者の場合は、基準期間の課税売上が3,000万円以下の方

　○税理士等の関与のない方で、年金受給者・給与所得者

■この指導会で相談・指導を受けることができない方
　○土地や建物、株式、ゴルフ会員権などの資産を売却や交換した方

　○税理士等が関与されている方や法人の役員の方

　○住宅取得等特別控除を受ける方

　○贈与税の申告をする方

　○消費税の課税事業者で、基準期間の課税売上が3,000万円超の方

　　上記に該当される方は、直接税理士に依頼されるか、税務署での申告をお願いします。

※いずれの会場も受付時間は、午前9時～11時及び午後1時～4時です。

相　談　日 会　  　　　場 対 　象 　地 　区

2月�16日（月）

� 24日（火）

� 25日（水）

� 26日（木）

� 27日（金）

3月�02日（月）

� 03日（火）

� 04日（水）

� 05日（木）

� 06日（金）

� 09日（月）

� 10日（火）

� 11日（水）

� 12日（木）

御射山神戸公民館

乙事区役所

立沢構造改善センター

机集落センター

上蔦木集落センター

葛窪転作研修センター

清泉荘老人福祉センター

高森公民館

木之間公民館

原の茶屋集落センター

御射山神戸、栗生

瀬沢新田、南原山、富原

富士見

富里、富ヶ丘

富士見台、桜ヶ丘

乙事

立沢、立沢南原、立沢広原

机、平岡、瀬沢、先能

上蔦木、下蔦木、神代

田端、先達、葛窪、境広原

信濃境、池袋

高森、小六、烏帽子

木之間、横吹、花場、若宮、休戸、とちの木

大平、松目、原の茶屋、富士見ヶ丘、塚平

� 20日（金）
コミュニティ・プラザ
　　2階　大会議室

役場　3階

　　301～303会議室

全　　町

※この指導会は、税理士会の協力により開催しますが、申告される内容等により指導できない場合もあります
　のでご了承ください。
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中学校統合情報中学校統合情報中学校統合情報 〈お問い合わせ・事務局〉
　富士見町教育委員会　
　子ども課 総務学校教育係
　　☎62-9235　　9235�
　　e-mail:kodomo@town.fujimi.nagano.jp

富士見町中学校統合推進委員会
2009.2

No.2
― 「夢のある  明るい中学校」をめざして ―

　昨年11月に中学校統合委員会がスタートし、校名、制服など新中学校開校に向け、具体的な話し合いが

始まりました。今回は12月までに協議された各部会の協議内容、決定事項などについてお知らせします。

（教育課程・部活動等は具体的内容が決定した段階でお知らせします。）

校名部会

　今後のスケジュールと校名の決定方法につい

て話し合われました。校名決定は5月を目途に

進めます。また、新しい中学校の誕生に、広く

町民の参加をいただくためにも、校名の公募を

行います。

校歌部会

　新中学校の校歌選考にあたり、歌詞を参照し

ながら町内小中学校の校歌を聴き、歌いました。

また望月町の学校統合時の校歌作成経緯につい

ての報告を聞きました。公募なども含め検討を

進めています。

校章部会

　デザイン決定の方法について協議を行ないま

した。校章のデザインを公募することとし（詳

細は今後検討）、校章の決定を11月を目途に

進めます。

制服部会

　制服作成の有無について検討し、新制服を作

成する方向で話し合いを始めました。次回は、

新制服作成に向け、具体策を検討していく予定

です。制服切り替え時期などのことも含め今後

話し合いを行い、7月を目標に決定していきます。

通学部会

　高原中学校、南中学校への各集落からの通

学距離と境・落合各集落から新中学校までの通

学距離の比較、検討などを行いました。通学

方法については9月を目標に決定していきます。

施設備品部会

　南中の後利用も考慮して、新中学校の事務・

給食・図書館・養護・引越し等について協議を

進めています。22年3月の引越しは必要最小

限とします。

　12月4日 南中学校、22日 富士見高原中学校で、

１年生を対象に教育長との車座集会が行われました。

　生徒からは統合中学校でのクラス編成や部活動、

制服、生徒会、修学旅行など様々な意見が出され、

活発な意見交換が行われました。

両校で車座集会開催

　12月8日、富士見高原中学校で学習発表会が開

催され、南中学校1年生が参加しました。�

　発表会とともに行われた校舎見学では、車座集会

で統合への不安を口にしていた南中生徒たちも「校

舎が広い」「図書館の本が多いので楽しみ」など、

新たな中学校への希望の声を聞かせてくれました。

　両校では今後も1・2年生スキー交流、全生徒で

の百人一首大会などで交流を行い、統合への生徒の

不安を緩和しながら、スムーズな統合を進めていき

ます。

南中・高原中生徒の交流

▲12月22日 富士見高原中学校で開催された
　　　　　　　　　小林教育長と1年生の車座集会

新中学校名募集!新中学校名募集!
校名部会では新中学校の校名選考にあたり、町民の皆

さん、卒業生の方を対象に校名の公募を行います。詳

しくは全戸配布のチラシ（応募要領）をご覧ください。

有
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　 上下水道課 庶務経理係　☎62-9352　　9352

　町では、健康で快適な生活環境を築き、河川などの水質保全を図るため、下水道整備を進めてきました。

皆様からお支払いいただいた下水道使用料は、家庭や事業所から排出される汚水をきれいにするための維持

管理費や、下水道施設建設のために借入れた町債（借入金）の償還に充てています。今日まで諸経費の節減

に努めながら事業を進めてきましたが、使用料だけで費用の全てを補うことができず、平成19年度では６

億１千万円（総収入の50.2％）を一般会計からの繰入金で補っている状況です。一般会計からの多額の繰

入は、町の他の事業にも影響をきたすこと、また、下水道事業の健全化及び経営基盤の強化を図るため、使

用料を下表のとおり改定させていただきます。

　今後も、より一層経費の節減を図りながら、事業の効率的経営に努めていきますので、皆様のご理解とご

協力をお願いします。

　また、整備された下水道もその地域の皆様の早期の接続がなければ、効果の薄いものになってしまいます。

下水道を利用できる地域にお住まいの方で、接続をされていないご家庭や事業所は早期に接続いただきます

よう合わせてお願いします。

下水道使用料金改定のお知らせ下水道使用料金改定のお知らせ

下水道使用料金を平成21年4月検針分（5月請求分）から

　 1立方メートルにつき21円値上げの改定をさせていただきます

■料金改定時期
　平成21年4月検針分（5月請求分）から

　※平成21年2月16日以降の転出及び廃止に伴う使用料精算については、改定後の金額となります。�

■下水道使用料金表

改正使用料 の 概要（税込） （2ヶ月につき）

排出量別新旧使用料対照表（税込） （2ヶ月につき）

新　料　金

旧　料　金

差　　　額

3,507円

3,087円

420円

5,355円

4,725円

630円

7,203円

6,363円

840円

9,114円

8,064円

1,050円

11,025円

9,765円

1,260円

排　出　量 20㎥ 30㎥ 40㎥ 50㎥ 60㎥

◆生活保護法による生活扶助世帯の方は、使用料減免の申請ができます。

　　生活扶助を受けている世帯を対象に、申請により下水道使用料の一部が減

　免されます。詳細は、上下水道課庶務経理係にお問い合わせください。

※下水道使用料金の改定については、町ホームページにも掲載しています。

種　　別

基　本　使　用　料 超　過　使　用　料

排　出　量 使　用　料 排　出　量
使用料1㎥につき
改　定　前

使用料1㎥につき
改　定　後

一般汚水 20㎥まで

改定前
　3,087円

改定後
　3,507円

20㎥を超え
� 40㎥まで

40㎥を超え
� 60㎥まで

60㎥を超え
� 100㎥まで

100㎥を超え
� 200㎥まで

200㎥を超える分

163.8円

170.1円

178.5円

184.8円

193.2円

184.8円

191.1円

199.5円

205.8円

214.2円

問 有
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　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

　 住民福祉課 国保年金係  ☎62-9111  　9111 ／ 岡谷社会保険事務所  ☎23-3661

「平成21年度検診申し込み」のお知らせ「平成21年度検診申し込み」のお知らせ

　町では、平成21年度の検診申し込み取りまとめを行っています。送られた申し込み書へ必要事項を記入
し、提出してください。
　この検診申し込み書は「平成21年度に町で行なう検診への申し込み」と「検診対象者の受診状況把握」
を兼ねていますので、検診を受けない場合も必ず提出してください。申し込みについての詳細は、同封の説
明書をご覧ください。なお、『特定健診』は国民に義務付けられていますので、必ず受診してください。合
わせて、他の検診も積極的に受診していただくようお願いします。

･･･ 国民年金の任意加入制度があります ･･････ 国民年金の任意加入制度があります ･･･

　例えば、保険料の納付済期間が30年間の場合は、満額の4分の3の年金額となります。昭和61年3月以
前に会社員や公務員の夫に扶養されていた妻、平成3年3月以前の学生については、国民年金へ加入するか
どうかは、本人の意思で決めることができました。国民年金に加入していなかった期間や、やむを得ない事
情により国民年金保険料を納められなかった期間がある場合は、年金額も少なくなります。このため、国民
年金には、本人の申し出により“60歳～65歳未満”の5年間、保険料を納めることで65歳から受け取れ
る老齢基礎年金を増やすことのできる「任意加入制度」があります。

■町で行なう検診は下表のとおりです。検診によって年齢や区域の指定がありますのでご注意ください。

（＊1）集団：保健センターを会場として集団健診を行ないます。
（＊2）個別：期間中に町内の医療機関で個別に健診を行ないます。

老齢基礎年金は、20歳から60歳になるまで40年間保険料を納付しなければ

満額の年金を受け取ることができません。

老齢基礎年金額（満額）・・・792,100円（平成20年度）

国民年金の任意加入の対象者は・・・

つぎの㈰～㈫のすべての条件を満たす方が「任
意加入」の対象者となります。

㈰国内に住所を有する60歳以上65歳未満の方
㈪老齢基礎年金の繰上げ支給を受けていない方
㈫20歳から60歳までの年金保険料納付月数が
　480月未満の方�

加入した後は・・・

保険料を納めます。納付月数が480月に達す
るか65歳になると資格を喪失します。

手続きは・・・

加入申出書に年金手帳を添えて、住民福祉課
国保年金係へ提出してください。

検　　　診　　　名 時　　　　期 対　　　　象　　　　者

特定健診

長寿医療健診

胸部レントゲン検診

子宮検診

乳房検診
（マンモグラフィ検診）

胃検診

大腸検診（便潜血反応検査）

肺がんCT検診

集団 6月 （＊1）
個別 7月～ （＊2）

5月

7月～9月

8月

10月

6月・10月

7月

富士見町国民健康保険に加入されている40歳～
74歳の方

後期高齢者医療制度に加入されている方

65歳以上の方

20歳以上の女性で、落合地区（瀬沢新田区・桜ヶ丘
区含む）・境地区の方

40歳以上の女性で、落合地区（瀬沢新田区・桜ヶ丘
区含む）・境地区の方

35歳以上の方

40歳以上の方

45歳以上の落合地区（瀬沢新田区・桜ヶ丘区含む）
・境地区の方

問 有

問 有
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　 住民福祉課 社会福祉係  ☎62-9144  　9144  又は　諏訪福祉事務所  ☎57-2910

　 富士見町有害鳥獣対策協議会事務局 産業課 農林係　☎62-9222　　9222

障害児福祉手当･特別障害者手当のご案内障害児福祉手当･特別障害者手当のご案内

　日常生活において常時介護を必要とする在宅の重度障害児・重度障害者の皆さんに、負担の軽減を図るこ

とを目的として、障害児福祉手当・特別障害者手当を支給します。

★障害をお持ちの方の自立を支援するため、電車・バス・タクシーなどの公共交通機関の他に
　も割引措置等が講じられています。

手当を受けることができる方

■障害児福祉手当・・・月額14,380円
　常時介護を必要とする在宅の重度障害児 ― 20歳未満であって、身体障害者手帳1級及び2級の一部、

　療育手帳A1の一部、又はこれらと同程度以上の障害のある人。�

　　※障害児が障害年金を受けることができるとき、又は施設に入所しているときは、手当を受給するこ

　　　とはできません。

■特別障害者手当・・・月額26,440円
　常時特別の介護を必要とする在宅の重度障害者 ― 20歳以上であって、身体障害者手帳1級及び2級

　の一部の障害を重複して有するか、これと同程度以上の障害がある人（内部障害重複は除く）。

　　※障害者が施設に入所しているとき、又は病院・診療所に継続して3ヶ月以上入院しているときは、

　　　手当を受給することはできません。

（注）障害児福祉手当・特別障害者手当はいずれも障害の種別により、該当となる障害程度が異なります。
　　　詳しくはお問い合わせください。

手当を受ける手続き

手当を受けるには、住民福祉課社会福祉係の窓口で請求の手続きをしてください。

その後、諏訪福祉事務所長の認定を受けることにより、認定請求をした月の翌月

分から支給されます。

支 　 給 　 制 　 限

受給資格者やその配偶者及び扶養義務者の前年の所得が一定以上ある場合は、手

当の支給が停止されます。

銃器による有害鳥獣一斉駆除のお知らせ
　富士見町有害鳥獣対策協議会では、2月21日から3月29日までの土・日・祝日に、町内の山林など

で、銃器を使用して農作物に対する有害鳥獣の一斉駆除を行う予定です。

　腕章をつけた従事者が土地に立ち入ることがありますので、ご了承ください。また、山林への出入り

には目立つ服装を心掛けるなどの注意をお願いします。

手続き方法等詳細は、住民福祉課社会福祉係（☎62-9144  　9144）へお問い合わせください。

◆ＮＨＫ放送受信料の免除

＊全額免除・・・身体・知的・精神障害者の方を

　　世帯員に有する住民税非課税世帯

＊半額免除・・・視覚・聴覚障害者、身体障害者

　　手帳1・2級所持者、戦傷病者手帳（特別

　　項症から第1款症）所持者、療育手帳Ａ1

　　所持者、精神障害者保健福祉手帳１級所

　　持者の方が世帯主の場合

〈必要書類等〉手帳、印鑑

◆有料道路障害者割引制度

有料道路利用料金が本人運転時（全ての障害者）または

同乗時（重度の障害者のみ）割引かれます。

＊対象自動車・・・障害者本人または家族の所有する自家

　　　　　　　  用自動車

＊割引料金額・・・50％以内（端数切り上げ）

〈必要書類等〉身体障害者手帳または療育手帳、車検証、

　　運転免許証、割賦契約書（割賦購入の場合）

　※ETCをご利用の場合は、ETCカード（障害者本人名義）、

　　ETC車載器の管理番号が確認できるもの

問 有

問 有

有
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▲6月28（土）音楽会にて　低学年の子どもたち
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電話による教育相談電話による教育相談

午前9時～午後3時
☎62-3118

月・火・木曜日

午前9時30分より

役場3階会議室

2月18日（水）
3月11日（水）

定例教育委員会定例教育委員会

号

第

教
育
委
員
会
だ
よ
り

教
育
委
員
会
だ
よ
り

富
士
見
町

平成21年2月1日発行
富士見町教育委員会編集

☎62-9235
kodomo@town.
fujimi.nagano.jp

38

き

そ

ど
く

き

そ

ど
く

み

ど

り

進んでいます! 交流進んでいます! 交流進んでいます! 交流進んでいます! 交流

これが竹炭せっ
けんです♥

南中の竹炭を
粉にしたもの

　南中学校と富士見高原中学校の特

別支援学級では、一緒に山菜採りを

するなど、早くから交流を深めてい

ます。

　最近の注目は、「竹炭入り石けん」です。

　南中の生徒が焼いた竹炭を高原中の生徒が粉末

にし、石けんに混ぜてつくりました。

　両校の交流から生まれた「竹炭石けん」、機会が

あれば、使ってみてくださいね。

◆竹炭が欲しい方はご連絡ください。販売いたします。
　　　　　　　　南中学校  西村先生　☎64-2114

石けん
作成中♪
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八 ヶ 岳 の 風

編 集 後 記

　地球をみつめるのに国境という視点もありますが、文化という視点もありますね。
日本文化は北から南から幾重にも伝来した文化が堆積し、その重複、融合化の中
で形成されたと聞き、国境を越えて人は繋がっていると感じる今日この頃です。（Ａ）
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教育委員会だより

▲2008.7.8 発行
「対決―巨匠たちの日本美術」
（朝日新聞社）より

ふ

げ
ん

ぼ

さ
つ

き

ぞ
う

も
く

じ
き
ぎ
ょ
う

も
く

じ
き

ご

ぎ
ょ
う

み
ょ
う
ま
ん

じ
ゃ

こ
う

ど
う

あ
ん

け
や
き

ぎ
ゃ

び

し
ょ
う

ぶ
つ

じ

じ

う
ん

し
ょ
う

ぶ
つ

え
ん

よ

特
集

「
進
路　
私
流
」

「
進
路　
私
流
」

「
乙
事
観
音
堂
の
木
喰
仏
（
も
く
じ
き
ぶ
つ
）」

　
子
ど
も
の
頃
、
祖
母
が
「
笑
う
門
に
は
福

来
る
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
は

良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
の
仕
事

を
通
じ
て
理
解
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
今
「
長
野
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
・

諏
訪
店
」
で
車
を
売
る
営
業
の
仕
事
を
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
仕
事
に
就
い
た
理
由
、
そ

れ
は
、
多
く
の
お
客
様
の
笑
顔
が
見
た
い
。

た
だ
そ
れ
だ
け
で
し
た
。

　
大
学
を
卒
業
す
る
時
、
や
り
た
い
事
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
何
の
仕
事
が
楽
し
い

か
な
。
何
の
仕
事
な
ら
儲
か
る
か
な
。
色
々

考
え
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
お
金
よ
り
も
時

間
よ
り
も
、
も
っ
と
大
事
な
物
が
あ
る
と
気

が
付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
笑
顔
で
す
。
笑
顔

は
周
り
の
人
を
幸
せ
に
し
、
笑
顔
は
笑
顔
を

呼
び
ま
す
。
笑
顔
で
多
く
の
お
客
様
と
接
す

る
機
会
が
あ
る
仕
事
、
そ
れ
が
営
業
の
仕
事

で
し
た
。

　
営
業
は
、
一
日
に
何
十
人
も
の
お
客
様
と

お
話
す
る
機
会
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
お
客

様
と
接
し
、
一
人
で
も
多
く
の
お
客
様
に
幸

せ
の
笑
顔
を
届
け
、
ま
た
、
一
人
で
も
多
く

の
お
客
様
か
ら
笑
顔
を
頂
く
事
が
出
来
る
、

そ
ん
な
カ
ー
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
な
る

事
が
私
の
夢
で
す
。

　
進
路
に
悩
ん
で
い
る
皆
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
す
る
な
ら
、
夢
や
目
標
を
常
に
持
つ
こ

と
で
す
。

　
そ
し
て
、
決
し
て
忘
れ
て
ほ
し
く
な
い
こ

と
、
そ
れ
が
『
笑
顔
』
の
大
切
さ
で
す
。

お客様の笑顔が嬉しい
長野トヨタ自動車株式会社 諏訪店  新車課勤務

三 井 一 也 （桜ヶ丘出身）

職場の仲間とともに
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　 住民福祉課 国保年金係　☎62-9111　　9111

～いきいき健康づくり活動講演会～～いきいき健康づくり活動講演会～～いきいき健康づくり活動講演会～

「走れコウタロー」や
「岬めぐり」などヒット曲の
楽しいミニライブもあります

東京都出身。（フォークシンガー・白鴎大学教授）

一橋大学在学中にフォークバンドを結成、その後「走

れコウタロー」や「岬めぐり」などが大ヒット。また、

TVやラジオのパーソナリティー、司会者としても活躍。

広島平和コンサートのプロデュースや地球サミット

への参加、自然農法による野菜穀物つくりなど平和

や環境を考える活動にも取り組む。現在TVドラマ「渡

る世間は鬼ばかり」パート9に出演中。

日　時：平成21年3月7日（土）
　　　　　午前10時30分～正午（午前9時45分開場）
会　場：富士見町グリーンカルチャーセンター
主　催：富士見町
協　賛：諏訪人権擁護委員協議会
後　援：富士見町社会福祉協議会
　　　　富士見町保健補導員会連合会

※当日は、大勢の方の来場が予想されます。上履きと下足用の入れ物（ビニール袋）を各自お持ち

　ください。また、会場内での写真・ビデオの撮影、録音等はできませんので、ご承知ください。

プロフィール

入場は無料です。 ぜひ、お出かけください。

「人を愛し、自然を愛し、
　　　　　　　平和を愛する」

山本コウタローさんのトーク＆ライブ

健 康 ふ じ み２１健 康 ふ じ み２１

問 有



広報ふじみ■ 2009.215

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

く
ら
し
の
情
報

お

知

ら

せ

習
会

講

・
教
室

   

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

   

テ
ム
設
置
補
助
金
　

               

　
申
請
受
付
中

　
国
で
は
、
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
を
設
置
す
る
方
を
対
象
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
価
格
や
性
能

が
一
定
の
基
準
を
満
た
す
住
宅
用
の

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
で
、
補
助
金

の
交
付
決
定
日
以
降
に
着
工
す
る
も

の
で
す
。

　
な
お
、
町
が
行
っ
て
い
る
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
事
業
は
従

来
ど
お
り
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

国
と
町
の
両
方
の
補
助
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　 

長
野
県
環
境
保
全
協
会
　

　 

　
☎
０
２
６
‐
２
３
７
‐
６
６
２
０

  

諏
訪
湖
浄
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　
　
　
　
　
　
開
　
催

■
テ

ー

マ

　
諏
訪
湖
と
と
も
に

■
パ
ネ
リ
ス
ト

　
藤
森
貫
治
　
氏

　
　（
諏
訪
湖
漁
業
協
同
組
合
長
）

　
久
保
田
一
司
　
氏

　
　（
下
諏
訪
町
漕
艇
協
会
長
）

　
國
枝
芳
樹
　
氏

　
　（
諏
訪
市
貸
船
組
合
長
）

■
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
山
田
勝
文
諏
訪
湖
浄
化
対
策
連
絡

　
協
議
会
長
　（
諏
訪
市
長
）

■
日
　
　
時

　
２
月
12
日（
木
）

　
　
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分

■
会
　
　
場

　
ラ
コ
華
乃
井
ホ
テ
ル

※
入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要
で
す
。

　 
諏
訪
湖
浄
化
対
策
連
絡
協
議
会

　 

事
務
局
（
諏
訪
市
役
所
内
）

　 

�
５
２
‐
４
１
４
１  

（
内
）
２
１
５

   

自
閉
症
・
発
達
障
害
者

　
　
　
　
　  

支
援
セ
ミ
ナ
ー

 

「
自
閉
症
・
発
達
障
害
者
の
豊
か

    

な
青
年
期
・
成
人
期
の
た
め
に
」

　
自
閉
症
・
発
達
障
害
を
取
り
巻
く

現
状
と
、
豊
か
な
青
年
期
・
成
人
期
を

迎
え
る
た
め
に
、
今
で
き
る
こ
と
へ

の
理
解
を
深
め
る
集
い
で
す
。

■
日
　
　
時

　
２
月
22
日（
日
）

　
　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
会
　
　
場

　
諏
訪
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
講
　
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｓ
Ｕ
Ｎ
　

　
　
藤
森
　
出
　
理
事
長

※
申
し
込
み
不
要
、
ど
な
た
で
も
参

　
加
で
き
ま
す
。

　 

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援

　 

セ
ン
タ
ー
・
オ
ア
シ
ス
　

　 

　
　
　
　
　
☎
５
４
‐
７
３
６
３

   

春
よ
来
い
！

        

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
講
習
会

　 

〜
健
康
を
素
敵
な
友
達
に
〜

　
自
分
の
体
（
骨
格
・
関
節
・
筋
肉
・
腱

な
ど
）
を
意
識
し
て
、
動
作
を
起
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
動
作
に
普
段
よ
り
も
意
識
を

集
中
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
自
分
の

体
と
の
対
話
が
始
ま
り
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
を
取
り
入
れ
た

実
技
講
習
で
す
。

■
日
　
　
程

　
３
月
３
・
10
日（
火
）

　
　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時

■
会
　
　
場

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
プ
ラ
ザ

　
　
２
階
　
大
会
議
室

■
受
講
資
格

　
町
内
に
在
住
又
は
通
勤
・
通
学
す

　
る
中
学
生
以
上
の
方

■
指

導

者

　
健
康
運
動
指
導
士

　
　
山
田
美
也
さ
ん

■
受

講

料
　
　
無
　
　
料

■
定
　
　
員
　
　
40
名
（
先
着
順
）

■
申
込
締
切
　
　
２
月
23
日（
月
）

■
持

ち

物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
履
き
、

　
大
き
め
の
タ
オ
ル
な
ど
敷
物
を
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。
汗
拭
き
タ
オ
ル

　
と
水
分
補
給
用
飲
物
は
各
自
の
判

　
断
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　 

生
涯
学
習
課 

社
会
体
育
係�

　 

☎
６
２
‐
２
４
０
０
　
　
２
７
５
０

《お仕事をお探しの方へ》
　掲載の職種に就職を希望される方は、富士見町無料職業紹介所（産業課商

工観光係内）にご連絡ください。面接に行かれる際お持ちいただく「紹介状」

を発行します。

　また、役場１階ロビーに富士見町無料職業紹介所及びハローワーク諏訪・

韮崎管内の求人情報がありますので、併せてご覧ください。

《事業所の方へ》
　富士見町無料職業紹介所では、求人情報を募集しています。一般求人、パー

ト求人等採用計画がありましたら、情報の提供をお願いします。

富士見町無料職業紹介所求人情報富士見町無料職業紹介所求人情報

◆求人情報　1月5日現在

富士見町無料職業紹介所（産業課商工観光係内）
　　　　☎62-9228　　9228

職　種 年　　齢 採用人員 就業時間 賃　　　金

鉄工業 20～30歳 3 8:00～17:00 月額160,000～200,000円

問

問

申
請

問

申
込

問

主
催

有

有

問連絡先
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くらしの情報

　 財務課 収納係　☎62-9123　　9123

募

集

小　林　益　男� 86歳� 幸　子� 上蔦木�

小　松　直　廣� 85歳� 巧� 栗　生

有　賀　一　郎� 78歳� 正　宏� 立　沢�

宮　澤　元　治� 77歳� 元　治�富士見ヶ丘�

窪　田　ムツミ� 81歳� 久　幸� 上蔦木�

前　島　き　く� 89歳� き　く� 若　宮

伊　藤　登久光� 95歳� 信　明�御射山神戸�

阿　部　詩央梨� 孝　司� 美　穂� 信濃境

三　井　颯　哉� 秀　義� 美保子� 大　平

グレン ジョアンナ�グレン ジムドン�グレン 玲子�富士見台�

濱　　　みやび� 敏　美� あきほ� 烏帽子

� し�お�り

� そう�� や

住民だより住民だより 1月1月
 ■12月15日～1月14日の届出■ 〈敬称略〉
●転入・転居・出生は14日以内に　死亡は7日以内に届出を

出生おめでとう

おくやみ申し上げます

出生おめでとう
氏　名 父の名 区　名母の名

おくやみ申し上げます
氏　名 年齢 世帯主 区　名

小　林　千佳志� 南原山

百　瀬　春　佳� 富士見

福　島　忠　相� 南原山

田　中　正　美� 南原山

小　林　利　明� 高　森

伊　藤　幸　恵� 諏訪市

氏　名 出身地

結婚おめでとう結婚おめでとう

   

富
士
見
高
原
病
院
　

　
　 
「
か
ら
だ
の
健
康
教
室
」

■
日
　
時

　
２
月
７
日（
土
）　

　
　
午
後
２
時
30
分
〜

　
　
　（
開
場  

午
後
２
時
15
分
）

■
会
　
場

　
富
士
見
高
原
病
院
５
階 
会
議
室�

■
テ
ー
マ

　「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
は
な
し

　
…
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
っ
て
何
？
」

■
講
　
師

　
唐
澤
　
忠
宏

　
　（
内
科
医
・
臨
床
検
査
部
長
）

　 

富
士
見
高
原
病
院
　

　
　
　
　
　
　
☎
６
２
‐
３
０
３
０

       

町

政
モ
ニ
タ
ー

　
町
で
は
、
平
成
21
年
度
町
政
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
政
モ
ニ
タ
ー
は
町
政
に
対
す
る

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
直
接
お
聴
き
し
、
よ
り
民
主
的
な

町
政
を
推
進
す
る
た
め
の
広
聴
制
度

で
す
。

■
応
募
資
格

　
町
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

　
で
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
関
心
を

　
持
ち
、
中
立
的
な
立
場
の
人
（
国
・

　
地
方
公
共
団
体
の
議
員
・
公
務
員

　
及
び
こ
れ
に
類
す
る
公
社
・
公
団

　
等
の
職
員
を
除
く
）。

■
任
　
　
期

　
平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
22
年
３
月
31
日

■
募
集
人
数
　
　
４
　
名

※
モ
ニ
タ
ー
は
全
員
で
16
名
で
す
。

　
12
名
は
地
域
、
性
別
、
年
齢
が
均
等

　
に
な
る
よ
う
に
、
各
地
区
か
ら
の

　
推
薦
で
決
定
し
ま
す
。

■
主
な
仕
事

＊
町
政
に
関
す
る
意
見
、
要
望
、
苦
情

　
等
の
申
し
出

＊
モ
ニ
タ
ー
会
議
（
３
回
）へ
の
出
席

■
応
募
締
切

　
３
月
５
日（
木
）

　
ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
文
書
情

　
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
電

　
話
可
）

■
選
考
方
法

　
地
域
、
年
齢
、
性
別
等
を
考
慮
し
て

　
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　 

総
務
課
文
書
情
報
係

　 

☎
６
２
‐
９
３
２
４
　
　
９
３
２
４

   

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　  

（
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

　
諏
訪
地
域
に
お
住
ま
い
に
な
る
障

が
い
の
あ
る
方
に
、
有
償
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
家
事
や
外
出
の
援
助
、
身
体

介
護
や
お
使
い
等
）
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
（
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）
を
募
集
し

ま
す
。
資
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
次
の
日
程
で
行

う
説
明
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
　
　
時

　
第
１
回
　
２
月
28
日（
土
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
正
午

　
第
２
回
　
３
月
４
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
後
７
時
〜
９
時

■
会
　
　
場

　
諏
訪
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

■
募
集
対
象
者

　
諏
訪
地
域
に
お
住
ま
い
の
方

■
申
込
受
付

　
第
１
回
　
２
月
27
日（
金
）　

　
第
２
回
　
３
月
３
日（
火
）

※
当
日
受
付
可

　 

諏
訪
地
域
障
害
者
自
立
支
援
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月の納税等2
固定資産税（第4期）

後期高齢者医療保険料／国民健康保険料

保育料／有線電話使用料／住宅使用料

※毎週火曜日は午後7時まで夜間納税窓口を開設して
　います。ご利用ください。

納期限・振替日は3月2日（月）です

,

問

申
込

問

申
込

問

申
込

有

問 有
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◆法律相談 　　　 住民福祉課住民係　☎62-9112　　9112
◆心配ごと相談 　 社会福祉協議会　　☎62-6766　　8988 富士見・富里

御射山神戸・栗生・大平
松目 ・ 原の茶屋 ・ 花場 ・ 休戸

若宮・木之間・横吹
とちの木・南原山・富原
富士見ヶ丘・塚平・富ヶ丘
栂沢・希望ヶ丘

2月17日（火）・24日（火）
3月3日（火）・10日（火）

2月19日（木）

2月16日（月）

2月23日（月）

3月02日（月）

富士見地区

3月05日（木） 本郷・落合・境地区

2月19日（木） 本郷・落合・境地区

3月05日（木） 富士見地区

資源物の収集資源物の収集

粗大ゴミの収集粗大ゴミの収集

役場窓口業務 延長日役場窓口業務 延長日

　 生涯学習課社会体育係　☎62-2400　　2750

2月（2月11日～3月10日）

休日当番医・薬局休日当番医・薬局

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

水道指定給水装置工事事業者
土・日・祝日当番店

相談・説明会名 日　　　　時

日　　　時 事　　業　　名 会　　　　場

会　　　　場

相談・説明会相談・説明会

スポーツスケジュールスポーツスケジュール

結 婚 相 談

2月17・24日（火）
3月01日（日）
　  10日（火）
午後1時～午後6時

女 性 の た め の

悩 み 相 談
一般相談は電話で受付
（毎週火曜日～土曜日）

フリースポーツデー

3月10日（火）
午後7時～

体育施設利用者会議 町民センター

町民センター 他

2月27日（金）
午後7時30分～

日　　　時 行　　事　　名 会　　　　場

主な行事主な行事

2月21日（土）
※一部22日（日）

「富士見の日」
記念イベント

※詳しくは本誌5ページ
　をご覧ください。

コミュニティ・プラザ法 律 相 談
2月13日（金）
午後1時～午後5時

町民センター心 配 ごと 相 談
2月20日（金）
午前10時～午後3時

役場3階  301会議室出 張 年 金 相 談
3月4日（水）
午前10時～午後3時

結婚相談所
（消防署隣り）
☎62-7853

県男女共同参画センター
（岡谷市）☎22-8822

くら ガイドくらしし ガのの イド

15日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

11日（水・祝） 高 原 病 院
☎62-3030

藤 沢 薬 局
☎62-2106

22日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

01日（日）
高 原 病 院
☎62-3030

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

さくら藤沢薬局
☎61-1815

ミツワ西友薬局
☎62-7586

08日（日）
小 林 医 院
☎64-2043

月　　日 当  番  医 当番薬局

2
　
　
　
　
月

3
　
　
月

11日（水・祝）

14日（土）

15日（日）

21日（土）

22日（日）

28日（土）

01日（日）

07日（土）

08日（日）

2  

　
　
　
月

3  

　
月

窪田鉄工設備

エ ン ド ウ

リビングクボタ

富 士 見 設 備

太 陽 住 設

ウ エ ノ ヤ

山 本 管 工 事

戸 井 口 建 設

三 善 工 業

６５-３２５３

６２-５６５６

６２-５３９１

６２-２４２１

６２-２０９３

６２-６８１０

６４-２６４９

６５-３２１３

６６-２０７８

２７６６

２７３２

３７１２

８６９０

３２９３

８９４０

５３９６

月　　日 当　番　店 有線電話

※プラスチック類のみ

2月19日（木）
3月4日（水）
午前10時～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
ストレッチの集い

2月14日（土）
※荒天翌日
午前9時30分～

入　笠　山
地域スポーツクラブ事業
ナチュラルウォーキング㈪

2月21日（土）
午前8時30分～

町民センター

町民センター

地域スポーツクラブ事業
第3回 キッズ・スポーツ祭

2月13日（金）
午後7時～

町民センター
地域スポーツクラブ事業
すくすくスポーツデー

2月11日（水・祝）
午前8時～

茅野市
国際スケートセンター

第58回
諏訪地方スケート大会

2月12・19日（木）
午後6時20分～

富士見高原スキー場スキー教室

2月12日・19日
・26日（木）
午後7時30分～

町民センター硬式テニス教室

問 有

問
要予約

有

有
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地 域 乳 幼 児 相 談

母 親 学 級 ㈫ お 産 の お 話

　 住民福祉課 保健予防係　☎62-9134　　9134

18

◆相談・教室

2月12日（木）

2月18日（水）

3月04日（水）

3月03日（火）

2月20日（金）

2月25日（水）

3月06日（金）

午前10:15～11:00

午後01:10～01:20

おやこふれあいの広場 2月26日（木） 午前09:30～09:45

子育てひろば「AiAi」
（町民広場：研修センター）

保健センター

事　　　業　　　名 期　　日 受　付　時　間 会　　　　場

有

ガイド子子 ガイド健康健康 2月2月（2月11日～3月10日）

◆健康診査・予防接種

4ヵ月 児 健 診

7ヵ月 児 健 診

10ヵ月児健診

3 歳 児 健 診

B C G

3 種 混 合

平成20年10月生まれ

平成20年6月生まれ

平成20年3月生まれ

平成18年1月～2月生まれ

平成20年9月4日～平成20年12月3日生まれ

生後6ヵ月～7歳6ヵ月

午後0:40

午後1:00

午後1:40

午後1:00

午後1:30

午後1:15～1:50（受付）

保健センター

事　　業　　名 対　　象　　児 期　　日 集　合　時　間 会　　場

富士見町健康カルタ

と の

健康ふじみ２１健康ふじみ２１

いきいき通信いきいき通信いきいき通信

親親

◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200
◆地域包括支援センター
　☎62-8200　　8200

◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134
◆住民福祉課 保健予防係
　☎62-9134　　9134

「ふじみ ひらめき学校」

参 加 者 募 集

― 富士見町健康づくり計画 　　　　　

 「健康ふじみ21」を推進しています ―

　「あれ？今日は何日だったっけ？」

「今、何をしようとしていたのかしら？」

「ここに置いたはずの時計がない？」…という方は

いませんか？ そういう方はもちろん、そうでない方

も、ぜひふじみひらめき学校に参加してみましょう！

　�ふじみひらめき学校とは・・・「いつまでも友だち

とともに、元気で自分らしく、イキイキと暮らして

いくことができる」ように、みんなでお話しながら

楽しみながら、脳をトレーニングする学校です。

　２月１日から７日まで、生活習慣病予防週間です。

平成20年度のスローガンは�

「自分流　楽しく続ける　健康づくり」

　みなさん、健康診査は受けましたか？健康診査の

結果は、あなたの健康のバロメーターです。身体測

定から栄養と運動のバランスがわかり、血圧・血液・

尿検査で内臓の健康状態がわかります。年に１回は

健康診査を受け、結果を必ず確認しましょう。�

　町では、保健師・栄養士による「健康相談会」を開

催します。血圧測定や尿検査もできますので、ぜひ、

お出かけください。この機会に自分の健康について

考え、生活習慣を見直してみませんか。

　参加ご希望の方は、３月13日（金）正午までに地域

包括支援センター（☎62-8200　�8200）へお申し

込みください。希望者多数の場合は抽選となります。

参加条件：富士見町に住所のある65歳以上の方

　　　　　かつ 要介護認定を受けていない方

講　　師：富士見高原病院　作業療法士

内　　容：脳のお話を聞いたり、こころやからだが

　　　　　若返るような体操やゲームをしたり、お

　　　　　茶を飲んだり、お話をしたり、などなど

開始時期：平成21年4月から、毎月2回の予定

時　　間：午前9時30分～11時30分

会　　場：町民センター

教 材 費：1,000円程度　 �

募集人数：20人程度

持 ち 物：体を動かしやすい服装、上履き、お茶

　　　　　など水分補給用飲み物

期　　日：2月19日（木）

場　　所：保健センター

受付時間：午前9時～11時30分

　　　　　午後1時30分～4時30分

持 ち 物：健康診査の結果（最近のもの）

「のびのびと
   森の空気は  宝物」

富士見ヶ丘

田 中 美 和 さん

問

有

有有 有有
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　今日から明日へとたゆみなく続くまちづくり、地元事業者の皆さんの活躍は大きな力です。町民の皆さんも、どう

ぞ応援をよろしくお願いします。

　今月は、高森で『�タカトミ小林組』をお父さんと一緒に営む小林隆輝さんをご紹介します。

～若い力を明日へ～～若い力を明日へ～ 第9回第9回

小林隆輝さん（27歳  高森）

『�タカトミ小林組』 経営

Q１ 仕事の内容をご紹介ください

建物等の解体と解体物や他の工事の産業廃棄物のリサイクル処理をしています。

Q２ この仕事を選んだ理由は？

産業廃棄物をただ捨てるだけでなく、リサイクルをして資源の無駄をなくしてい
くことは、今の社会に大切なことだと思い、この仕事を始めました。

Q３ 仕事の中でご苦労されていることは？

まだまだ経験不足のため、産業廃棄物の扱いやリサイクル方法に苦労しています。
また、建物等をリサイクルしやすいように解体する方法を常に研究しています。

Q４ この仕事をしていて良かったことは？

今後の抱負をお聞かせください

家屋を解体した場合、約70％の資材が自社でリサイクル可能になってきたことです。

Q５
廃材や剪定木をパルプ・堆肥・燃料用のチップに加工していますが、もっと利用
価値を高め、資源の無駄を少なくしていきたいと思います。

最後に一言!最後に一言!
まだ社会に出て日も浅く未熟者ですが、これから何十年も富士見でやっていこう
と思っているので、みんなでもっともっと町を盛り上げていきましょう。

■近年人気の木材チップは・・・
　堆肥やガーデニング用の他、果樹畑や庭先用等それぞれの用途に応じたものが
　ありますので、ご相談ください。また、不要となった生木や木材（廃材）の引き取
　りもいたします。

このコーナーでは、町内で
自営業を営まれている皆
さんをご紹介しています。

▲用途別に加工された木材チップ

第3回“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”“季節の食卓”

　「節分」は「立春」「立夏」「立秋」「立冬」の前の日で、年に4回あります。
季節を分けることから寒い冬から春に変わる時期を1年の区切りと考え立
春の前日を「節分」と言うようになったそうです。
　節分といえば豆まき、豆まきと言えば大豆ですネ！　季節の変わり目には
邪気（鬼）が生じるので、追い払うために大豆を煎り、神棚に供えます。夜に
なったら豆をまき、邪気（鬼）を追い払い、まき終わったら年の数だけ食べま
す。この慣習は、「健康（まめ）に
なる」ということから始まったと
言われています。

高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味高原の自然と先人の知恵が育んだ富士見の味

㈫

㈬

㈭

㈰ ㈪

㈫

㈬

㈭

㈰ ㈪

㈰大豆の炊き込みごはん……大豆と白米はお互いにアミノ酸の不足を補って、たんぱく質の
　　効率をアップさせます。また、大根と大根葉が入り素朴な味わい。炊き上がりにいり豆の香ばし
　　さが広がります。〔材料：米２カップ　いり大豆６０ｇ（浸し大豆でもＯＫ）　大根　大根葉　出し汁
　　２・１/２カップ　酒　しょうゆ　塩〕�

㈪味噌汁…………ほうれん草と人参で彩りよく、味噌の大豆がビタミンＡの吸収をサポートします。
㈫いわし…………節分にはいわしがつきもの。いわしに多いＤＨＡと大豆のレシチン・鉄をプラス
　　　　　　　　　して脳の活性を最強に！

㈬大豆入り卵焼き……茹で大豆・桜エビを加え、噛む力とカルシウムをアップ！
㈭ごぼうのサラダ……茹で大豆・ごぼう・ハムを、すりごま・マヨネーズ・しょうゆ・酢で和えます。

【提供：富士見町栄養士会】

〈 節分 の日の 献立 〉

「畑の肉」は栄養素の倉庫

水煮大豆を肉の替わりにカレーに入れたり、ハンバーグや卵料理・煮物･スープなど、い
つものメニューに大豆をプラスするだけで栄養もボリュームもぐ～んとアップ！ 食物繊
維が生活習慣病の予防に効果的です。缶詰や真空パックの大豆が手軽に利用できますよ。

「はし」使いで脳を育てる

脳は15歳で出来上がると言われて
います。2歳～15歳の脳の成長期に
お箸を正しく使う事は脳にとって大
変良い事です。大豆を使って「はし」
の使い方を練習をしてみましょう。

下の「はし」はほとんど動き
ません。下の「はし」をぬく
と鉛筆の持ち方になります。

スプーンやフークの握り方は、
「はし」を使う時と同じです。

２月３日は節分
福は～内!
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題題題題話話

　今年富士見町では163人が成人を迎え、1月11日 コミュニティ・プラザにおいて成人式が開催されました。矢

嶋町長・三井町議会議長より大人への門出にはなむけのお言葉をいただき、代表の2人が「成人の主張」を述べま

した。また、中学校時代の恩師の皆様のメモリアルトークでは懐かしい思い出と励ましのお言葉をいただき、新成

人の皆さんは大人としての自覚と責任を深く胸に刻み込んでいました。

　第2部では、成人を迎える皆さんでつくる成人式実行委員会編集の「思い出のスライドショー」が上映され、歓声

と笑いに包まれたなごやかな成人式でした。

　成人といってもまだ20年しか生きて

いません。でも、この20年はものすごく

濃いものでした。

　思い返せば、高校までの自分はやりた

い放題で、親父に言われた言葉の意味も

わからず、飯が食えて寝られるところが

家だと思っていました。しかし、大学進学

と同時に一人暮らしを始め、「一人」とい

う寂しさを実感、家族がいることの幸せ

に気づきました。当り前の幸せに気づい

たことで、親父に言われた言葉の意味も

わかるようになったし、家族で飯を食べることの大切さもわ

かるようになりました。

　そのことは友だちについても同じで、地元を離れ改めて地

元の友だちの良さを感じています。

　二十歳になり、郷里が富士見でよかったと思うし、みんなに

出会うことができて幸せだと感じています。富士見が一番い

いと思います。そう素直に思えるのも、私という人間をつくっ

てくれたのが親や友だち、そしてこの富士見町だからです。本

当に感謝しています。

　私たちは、いつまでも富士見人です。辛いことがあったら富

士見に帰り、ここの空気をいっぱい吸ったら、きっと救われます。

これからいろいろ大変なことがあると思いますが、頑張って

いきましょう。

163人が成人の門出

〈 成　人　の　主　張 〉 ※本文を抜粋して掲載しています。

恩師のメモリアルトーク恩師のメモリアルトーク

富士見高原中学校
卒業生代表

三井光貴さん

　2008年は激動の一年でした。文

化面では、ノーベル賞を過去最多の

日本人４人が受賞。絶え間ない努力

と周りの支えがあってこその受賞

だったことでしょう。スポーツ面で

は、オリンピックで大きな感動を与

えてくれた日本選手の活躍。また、

政治面においては、日本だけでなく、

アメリカでも大きな動きがありま

した。黒人大統領の誕生です。これ

はアメリカの歴史を変える素晴ら

しい一歩となることでしょう。

　一方、世界的な不況により日本経済も大きな打撃を受け、

危機に瀕しています。こんな時代だからこそ、これから

の日本の将来を担っていく私たち一人ひとりが、成人と

いう自覚をもって過ごしていかなくてはならないと思

います。

　2009年、私たちは大人への第一歩を踏み出しました。

成人としての誇りと責任を持ち、夢に向かって頑張ります。

これまで私たちを育ててくださった両親、お世話になっ

た先生方、地域の皆様、本当にありがとうございました。

これからは私たちが社会に貢献していきます。まだまだ

未熟な私たちを、どうぞ温かく見守ってください。

南  中  学  校
卒業生代表

名取絵理子さん
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　1月4日 コミュニティ・プラザで新春イベントが

開かれました。文化協会裏千家茶道部の皆さんに

よる抹茶のサービスのほか、生田流正派邦楽会の

帯川雅雪華さんによる琴の演奏が行われ、来館さ

れた皆さんは日本文化薫るお正月を楽しみました。

町 の町 の町 の町 の

　今月は、富士見台区の集落づくりを田中宏さん（昨年の区長）

と坂本義行さん、中村六郎さんにお伺いしました。

　ご存知のように、富士見台は当町第１号の住宅団地として、

昭和45年に宅地造成されました。通称「古戦場・血河原台地・原」

などと呼ばれていたこの辺りは、桑畑や出荷用カンラン畑が

広がる農耕地で、富士山がよく見えたことから、「富士見台」

と名付けられ、同年、総面積約１万５千坪、122区画の住宅団

地が完成しました。�

　昭和46年には10戸が移り住み、翌年22戸となった富士見

台は、区として発足しました。

　区規約の立案から組織の編制、区議会、行事まで全てゼロからの出発で、当初は会議を重ねる日々だったそう

です。

　区民が増えるとともに野球やバレーボールのチームが誕生、すずら

ん会（婦人会）も発足しました。また、年賀の会や卓球大会など交流の

場をつくるとともに、どんど焼き・秋祭りなどの区行事も始めました。

毎年５月下旬に開催している区民運動会はどこの家も家族連れで参加、

最高に盛り上がる区民行事になっているそうです。

　新しい人たちの集まりだった富士見台区は、区民同士がお互い仲良

くなり区としての連帯感を強めるために、隣り近所みんなで力を合わ

せ、36年という歴史をつくってきました。そして現在は128戸の活気

あふれる集落に発展しました。

うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介うちの村のお宝紹介 第16回 『富士見台区の集落づくり』

次回は富里をご紹介します。

　穏やかに晴れ渡った1月11日 役場庁舎前で富

士見町消防団の出初式が行われました。

　観閲・機械点検に続く第1分団の皆さんによるは

しご乗りでは、見事な技が披露されました。また、

分団長会の皆さんによる祝い放水も行われ、この

一年の無火災が祈願されました。

　日夜町民のために活動してくださる団員の皆さ

んに感謝するとともに、私たちも火災が起こらない

よう日々気をつけていきましょう。

無火災祈り
　消防出初式

▲富士見台住宅団地造成竣工記念   昭和45年9月7日

▲近所の人たちの声援が飛ぶ運動会

抹茶とお琴でコミプラ“迎 春”
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姉妹町西伊豆だより西伊豆だより

優 秀 賞

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

平成19年度 ふじみ景観賞
入選作品紹介

　1月上旬から中旬にかけて、町内の幼稚園・保育

園では、小正月行事を前に、「さつま団子」に使わ

れるさつま芋の粉引き体験を行いました。

　子どもたちに昔ながらの方法で作ることの楽し

さを味わってもらいたいと、仁科在住の佐野多美

子さんは、毎年天日で乾燥させたさつま芋と石臼

を持参して、町内3ヶ所の幼稚園・保育園を回って

います。佐野さんは、「子どもたちが成長してから、

（粉挽きの）体験を思い出してくれれば嬉しい。」

と語っていました。夏には佐野さんの畑でとうも

ろこし狩りも体験させていただき、園児に「とうも

ろこしのおばあちゃん」と呼ばれています。

　後日、園児は赤や黄色、みどりなどの色粉を混

ぜた団子やさつま団子を、ヤナギやウバメガシの

枝に刺してどんど焼きで焼いて食べ、一年の健康

を祈りました。

●この広報は再生紙を使用しています。

休日・夜間の緊急医電話番号案内　長野県救急医療情報センター 　TEL 0120-890-422

『てんじんこう』
北　原　絹　代

（乙事）

◆町 の 人 口　平成２１年１月1日現在住民基本台帳（前月比）
　　　　　　　総人口／15,439人（＋4）
　　　　　　　男 7,600人（－2）　女 7,839人（＋6）
　　　　　　　世帯数／5,680世帯（＋12）
◆発　行　日　平成21年2月1日
◆編集・発行　富士見町役場 総務課
　〒３９９-０２９２  長野県諏訪郡富士見町落合10,777
　　　　　　　ＴＥＬ 0266-62-2250（代）
　　　　　　　ＦＡＸ 0266-62-4481
◆ホームページ　http://www.town.fujimi.nagano.jp
　　　Ｅメール�fujimi@town.fujimi.nagano.jp
◆印　　　刷　�富士見印刷

ふるさと景観部門【ふるさと景観賞】

次代に残したい “さつま芋の粉挽き”次代に残したい “さつま芋の粉挽き”

　見上げれば満天の星、オリオン座・おおいぬ座、吸い込まれ
そうな夜空に、星座にまつわる神話の世界を旅するのも冬の
素敵なひとときです。
　5千年ほど前、メソポタミア地方の農牧民は星の動きで時
刻や季節を知るようになりました。そして、目印となる星の
並びを形どり、身近な道具や動物、物語の人物に当てはめた
ものが星座の始まりだそうです。
　それから数千年の時を経た今も、私たちは星座に運勢を
託し、星に願いをかけています。そして苦しい時、悲しい時、
星空を見上げるのも、何光年何万光年の時空を越えて届け
られる星の光が、あまりに優しく永遠のものだからでしょ
うか・・・。　　　　　　　　　　　　　　　　     （尾沼）

編 集 後 記

石臼でさつま芋の粉挽きを体験する園児石臼でさつま芋の粉挽きを体験する園児

｢富士見百景ビューポイントツアー｣｢富士見百景ビューポイントツアー｣｢富士見百景ビューポイントツアー｣
富士見の日 記念

2月21日(土) 午前9時30分～
　町中いたるところで眺められる富士の雄姿、冬は空気が

澄んでその美しさが際立ちます。

　富士見の日を記念し、富士山ビューポイントを一緒に訪

ねませんか。

　お申し込み等詳細は本誌5ページをご覧ください。


